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１

導
入

港
湾
緑
地
は
、
港
湾
法
の
港
湾

環
境
整
備
施
設
（
港
湾
の
環
境
を

積
極
的
に
整
備
し
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
港
湾
で
働
く
人

そ
の
他
一
般
人
に
対
し
、
憩
い
の

場
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
を
提
供
す
る

緑
地
、
海
浜
、
植
栽
、
広
場
、
休

憩
所
等
）
で
あ
り
、
横
浜
市
に
お

い
て
は
、
港
湾
局
が
管
理
し
て
い

る
赤
レ
ン
ガ
パ
ー
ク
や
象
の
鼻

パ
ー
ク
、
臨
港
パ
ー
ク
、
日
本
丸

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
、
汽
車
道
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
横
浜
公

園
や
山
下
公
園
な
ど
は
、
都
市
公

園
法
で
規
定
さ
れ
る
都
市
公
園

で
、
環
境
創
造
局
が
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
横
浜
に
お
け
る
港

湾
緑
地
に
つ
い
て
紹
介
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
港
湾
緑
地
の
整
備
経
緯

昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
に

打
ち
出
さ
れ
た
六
大
事
業
の
都
心

部
強
化
事
業
の
ね
ら
い
は
、
開
港

以
来
の
都
心
で
あ
る
関
内
・
伊
勢

佐
木
町
地
区
と
高
度
経
済
成
長
期

か
ら
急
速
に
都
市
化
し
た
横
浜
駅

周
辺
地
区
の
一
体
化
と
再
整
備
に

あ
り
ま
す
。
二
つ
の
都
心
に
は
さ

ま
れ
た
臨
海
部
に
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
活
躍
し
た
ふ
頭
や
造
船

所
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
廃
止
又
は
移
設
し
、
跡

地
に
業
務
施
設
を
は
じ
め
と
し
た

都
市
機
能
を
集
積
さ
せ
て
、
二
つ

の
都
心
を
一
体
化
・
強
化
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
す
。

昭
和
48
年
（
１
９
７
３
年
）
の

港
湾
法
改
正
で
は
港
湾
施
設
に
海

浜
、
緑
地
、
広
場
、
植
栽
、
休
憩

所
等
の
港
湾
環
境
整
備
施
設
が
追

加
さ
れ
、
国
の
補
助
金
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
昭
和
58
年
（
１
９
８
３

年
）
に
着
工
し
た
み
な
と
み
ら
い

21
事
業
で
、
昔
か
ら
あ
る
港
の

施
設
、
遺
構
を
資
産
と
し
て
保

存
・
活
用
す
る
こ
と
で
観
光
地
と

し
て
も
魅
力
的
な
市
街
地
に
な
る

よ
う
に
日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー

ク
（
昭
和
60
年
（
１
９
８
５
年
）

一
部
供
用
開
始
）、
臨
港
パ
ー
ク

（
平
成
元
年
（
１
９
８
９
年
）
一

部
供
用
開
始
）、
赤
レ
ン
ガ
パ
ー

ク
（
平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
））

及
び
象
の
鼻
パ
ー
ク
（
平
成
21
年

（
２
０
０
９
年
））
な
ど
の
港
湾
緑

な
と
）
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

ど
歴
史
と
景
観
を
活
か
し
た
赤
レ

ン
ガ
パ
ー
ク
と
合
わ
せ
て
平
成
14

年
（
２
０
０
２
年
）
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
赤
レ
ン
ガ
パ
ー

ク
は
背
景
に
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
や
横

浜
港
を
望
め
る
良
好
な
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
音
楽
ラ
イ
ブ
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
横
浜
消
防
出

初
式
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
ド
ラ

マ
や
広
告
の
撮
影
な
ど
で
多
数
使

用
さ
れ
、
観
光
地
と
し
て
新
港
地

区
の
賑
わ
い
の
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。

３

横
浜
開
港
１
５
０
周
年
事
業

象
の
鼻
パ
ー
ク

象
の
鼻
パ
ー
ク
は
、
横
浜
開
港

１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
「
横
浜

の
新
た
な
顔
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で

象
徴
的
な
事
業
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
横
浜
な
ら
で
は
の
歴
史
的

地
を
整
備
し
、
市
民
が
憩
い
、
親

し
め
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
空

間
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

 ２

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
と
赤
レ
ン
ガ

パ
ー
ク

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
は
、
明
治
末
期

か
ら
大
正
初
期
に
国
の
模
範
倉
庫

と
し
て
建
設
さ
れ
た
レ
ン
ガ
造
り

の
歴
史
的
建
造
物
で
す
。
創
建
当

時
か
ら
横
浜
港
の
物
流
拠
点
と
し

て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
が
、
船
舶

の
大
型
化
・
コ
ン
テ
ナ
化
に
伴

い
物
流
機
能
が
他
の
ふ
頭
に
移

り
、
倉
庫
と
し
て
の
役
割
が
低
下

し
て
い
く
中
で
、
昭
和
50
年
代
以

降
、
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
の
保
存
が
検

討
さ
れ
、
平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）
に
倉

庫
と
し
て
の
用
途
が

廃
止
さ
れ
る
と
、
平

成
４
年
（
１
９
９
２

年
）
３
月
に
は
横
浜

市
が
大
蔵
省
か
ら
財

産
取
得
し
、
平
成
11

年
（
１
９
９
９
年
）

７
月
に
は
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
活
用
事
業
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
「
港
の

賑
わ
い
と
文
化
を
創
造
す
る
空

間
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
保
存
改
修
工
事
の
の

ち
に
、
旧
横
浜
税
関
事
務
所
跡
の

遺
構
や
旧
横
浜
港
（
よ
こ
は
ま
み

特
集

よ
こ
は
ま
の
緑
の
取
組
～
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
横
浜
」
の
推
進
に
向
け
て

《11》 

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
緑

② 

横
浜
に
お
け
る
港
湾
緑
地

執
筆吉

村　

慶
一

港
湾
局
賑
わ
い
振
興
課

赤レンガパーク配置図 赤レンガパーク遠景
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資
産
を
活
か
し
た
空
間
を
演
出

し
、
新
た
な
港
の
顔
、
市
民
の
憩

い
の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
象
の
鼻
の
名
前
の
由
来

象
の
鼻
の
名
前
は
、
安
政
６
年

（
１
８
５
９
年
）
の
横
浜
開
港
に

当
た
り
整
備
さ
れ
た
２
本
の
直
線

的
な
波
止
場
の
う
ち
東
側
の
波
止

場
が
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
年
）

に
湾
曲
し
た
形
に
変
更
さ
れ
、
そ

の
形
状
か
ら
い
つ
し
か「
象
の
鼻
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
横

浜
築
港
誌
」（
内
務
省
臨
時
横
浜

建
築
局
：
明
治
29
年
（
１
８
９
６

年
））
に
は
じ
め
て
「
其
埠
頭
ハ

海
岸
ヨ
リ
直
ニ
海
面
ニ
突
出
ス
ル

コ
ト
五
百
余
尺
、
西
方
ニ
屈
曲
シ

テ
一
ノ
象
鼻
形
ヲ
為
セ
リ
。」
と

記
載
さ
れ
ま
し
た
。

■
歴
史
的
港
の
遺
構
の
活
用

鉄
軌
道
、
転
車
台
、
横
浜
税
関

遺
構
煉
瓦
造
２
階
建
倉
庫
の
基
礎

及
び
石
積
の
防
波
堤
な
ど
工
事
中

に
発
見
さ
れ
た
明
治
期
の
港
の
遺

構
を
残
し
、
解
説
板
な
ど
に
よ
り

象
の
鼻
地
区
の
歴
史
や
港
の
遺
構

な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
の
で
ぜ
ひ

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
山
下
公
園
西
端
か
ら

新
港
橋
の
間
に
残
っ
て
い
た
鉄

道
高
架
橋
を
利
用
し
平
成
14
年

（
２
０
０
２
年
）
に
遊
歩
道
と
し

て
オ
ー
プ
ン
し
た
山
下
臨
港
線
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
か
ら
も
象
の
鼻
パ
ー

ク
や
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

象
の
鼻
パ
ー
ク
で
は
、
イ
ベ

ン
ト
が
し
や
す
い
広
い
芝
生

の
斜
面
や
広
場
が
あ
る
こ
と
か

らD
ance D

ance D
ance @

Y
O

K
O

H
A

M
A

で
の
屋
外
バ
レ

エ
公
演
や
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
横
浜
な
ど
の
ア
ー
ト
イ
ベ

ン
ト
、
中
区
民
ま
つ
り
「
ハ
ロ
ー

よ
こ
は
ま
」
や
ベ
ト
ナ
ム
フ
ェ
ス

タ
な
ど
日
本
大
通
り
と
一
体
的
に

利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

な
ど
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

４

日
本
丸
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

横
浜
船
渠
株
式
会
社
第
一
号
船

渠
（
※
１
）、
帆
船
日
本
丸
（
※

２
）
を
保
存
・
活
用
し
て
昭
和
60

年
（
１
９
８
５
年
）
に
供
用
開
始

し
た
緑
地
で
、
横
浜
み
な
と
博
物

館
、
柳
原
良
平
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
、
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
る

ア
リ
ー
ナ
が
設
置
さ
れ
、
横
浜
み

な
と
博
物
館
の
屋
上
の
芝
生
斜
面

か
ら
新
港
ふ
頭
に
つ
づ
く
鉄
道
敷

を
遊
歩
道
に
整
備
し
た
汽
車
道
な

ど
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

帆
船
日
本
丸
の
メ
イ
ン
マ
ス
ト

や
ス
ク
リ
ュ
ー
・
プ
ロ
ペ
ラ
、
横

浜
船
渠
株
式
会
社
の
エ
ア
・
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
や
み
な
と
み
ら
い
21

埋
立
事
業
の
礎
石
な
ど
も
パ
ー
ク

内
に
展
示
さ
れ
、
ア
リ
ー
ナ
で
は

昭
和
61
年
か
ら
毎
年
、
吹
奏
楽
演

奏
会
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

５

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
新
港
地
区
、
象
の

鼻
地
区
で
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
に
賑
わ
い
の
創
出
や
憩
い
の
場

所
を
つ
く
る
と
共
に
、
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
に
歴
史
的
な
資
産
を

残
し
な
が
ら
未
来
に
つ
な
げ
る
よ

う
な
緑
地
の
整
備
を
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、平
成
31
年（
２
０
１
９

年
）
４
月
に
施
行
さ
れ
る
港
湾
施

設
条
例
で
は
港
湾
緑
地
の
機
能
増

進
に
寄
与
す
る
便
益
施
設
等
の
設

置
を
民
間
事
業
者
に
許
可
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
横
浜
市
都
心
臨
海

部
再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
記
載

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
港
町
な
ら
で

は
の
歴
史
・
文
化
的
な
資
産
を
次

世
代
へ
残
し
、
更
な
る
賑
わ
い
を

創
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
用
元
資
料

・Inform
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（
横
浜

市
都
市
整
備
局
み
な
と
み
ら
い
21
推
進

課
ほ
か
）
２
０
１
８
年
３
月

・
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
保
存
活
用
事
業
の
概

要
（
横
浜
市
港
湾
局
賑
わ
い
振
興
課
）

２
０
１
８
年
11
月

・
国
指
定
重
要
文
化
財　

帆
船
日
本
丸　

見
学
会
資
料
（
横
浜
市
港
湾
局
賑
わ
い

振
興
課
）
２
０
１
９
年
１
月

・
象
の
鼻
パ
ー
ク　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
横
浜
市
港
湾
局
）
２
０
０
９
年
３
月

・
帆
船
日
本
丸　

横
浜
み
な
と
博
物
館

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
帆
船
日
本
丸
記
念
財

団
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
）
２
０
１
８
年
４
月

※
１　

横
浜
船
渠
株
式
会
社
第
１
号
船
渠

（
第
１
号
ド
ッ
ク
）

横
浜
船
渠
会
社
が
船
の
修
繕
用
に
明
治

31
年（
１
８
９
８
年
）
竣
工
し
た
明
治
期
の

代
表
的
ド
ッ
ク
の
一
つ
で
す
。
横
浜
船
渠
会

社
が
昭
和
10
年（
１
９
３
５
年
）
に
三
菱
重

工
株
式
会
社
と
合
併
し
た
こ
と
で
、
三
菱
重

工
横
浜
船
渠
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
58
年

（
１
９
８
３
年
）
の
三
菱
重
工
横
浜
船
渠
の
移

転
に
伴
い
昭
和
60
年（
１
９
８
５
年
）か
ら
帆

船
日
本
丸
を
係
留
す
る
ド
ッ
ク
と
し
て
活
用

さ
れ
、
平
成
12
年（
２
０
０
０
年
）
12
月
４
日

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
２　

帆
船
日
本
丸

帆
船
日
本
丸
は
昭
和
５
年（
１
９
３
０
年
）

に
建
造
さ
れ
、
練
習
帆
船
や
戦
後
の
引
揚
者

の
帰
還
輸
送
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
の
ち
、
昭

和
60
年（
１
９
８
５
年
）３
月
に
第
１
号
ド
ッ

ク
に
係
留
さ
れ
４
月
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
、

平
成
29
年
（
２
０
１
７
年
）
9
月
15
日
に
は

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年（
２
０
１
８
年
）
11
月
～
平
成

31
年（
２
０
１
９
年
）３
月
の
予
定
で
第
１
号

ド
ッ
ク
を
約
20
年
ぶ
り
に
水
を
抜
き
帆
船
日

本
丸
の
大
規
模
修
繕
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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帆船日本丸大規模修繕工事の様子
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